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第2部　わが人生の経営分析
プロローグ
太平洋戦争が始まる7か月前の昭和16年5月6日,神奈川県川崎市の臨海
地帯近くに,クリーニング屋の一人っ子として生まれました｡ A型で引っ込み
思案,病弱な子供でした｡
私の趣味は落語を聞くことと,武道です｡武道は,小学校時代の柔道を皮切
りに,大学時代空手,サラリーマン時代少林寺拳法,教員時代合気道と絶えず
何かをやってきました｡おかげで今日まで大きな病気をすることなく,まあ元
気でやって来れました｡
私の行動指針は,次の2つです｡
① ｢人の行く裏に道あり,花の山｣
(彰｢半ばは自己の幸せを,半ばは他者の幸せを｣
①は相場の格言として知られますが,私の場合は相場とは関係ありません｡
(彰は少林寺拳法の教え(自他共栄)ですが,私にぴったりだと思っています｡
性格は律義で,決めるまでは慎重ですが,決めると持続します｡
これから,多少貯余曲折のある,そして恥多き私の人生についてお話しさせ
ていただきます｡一人の先輩として,若い皆さんのこれからの長い人生にとっ
て,反面教師になればと思います｡
1　幼少期
記憶にあるのは空襲と疎開です｡ 4歳ごろ群馬県の草津温泉に疎開していま
した｡当地は温泉場として知られますが,冬は特別寒く,温泉は熱いので,ひ
び,アカギレだらけの子供には入浴が苦痛だったことだけを記憶しています｡
現地の幼稚園に通っていましたが,ある日,昼休みのサイレンが鳴った時,一
人ですたこら帰宅してしまいました｡川崎で経験した空襲警報と間違えたので
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す｡現地の子たちは平気でした｡
終戦後は横浜市の尻手(現在は鶴見区)の長屋暮らしでした｡当時は,防空
壕や爆弾池(爆弾が落ちてできた大きな穴に水が溜まり池となったもの)など,戦争
の傷跡がいたるところに見られました｡
2　小学校時代
昭和23年4月横浜市の古市場小学校に入学しました｡ 1年生の時の運動会
で,クラス代表としてリレーに出ましたが足袋をはいて走りました｡当時はま
だ運動靴はほとんどなく,配給制でした｡ 1年生の夏休み中に川崎市南町(覗
在は川崎区)の新居に引っ越します｡ 2学期はそこから一人で遠距離徒歩通学
ですが,大人でも30分以上はかかる距離だったと思います｡途中にいじめっ
子たちがいて,その子たちの家の前を通るとよく脅かされました｡ 3学期から
は川崎市の京町小学校に転校し,さらに2年生の4月からは自宅の近所に新設
された川崎小学校に転校しました｡自宅のある南町は赤線地帯として有名で,
私はそこが嫌でした｡
低学年時代は教室不足のため2部授業で,午前授業の場合は昼に帰宅し,午
後授業の場合は昼から登校しました｡小学校時代は通信簿にいつも｢消極的｣
と書かれ,相変わらず病弱で学校をよく休みました｡ 5年生の時に近所に修武
館という柔道場ができましたので,そこに入門し,夕方はほぼ毎日稽古に通い
ました｡おかげですっかり体も丈夫になり(首も太くなり)ましたが, 6年の2
学期からは受験のための補修授業に出るため,柔道はやめました｡当時,私の
あこがれは姿三四郎(柔道小説の主人公)でした｡柔道は好きでしたし,道場の
先生からはよく模範演技のご指名を受けました｡背が低いこともあり,得意技
は背負い投げでした｡市の小学生柔道大会にでて準優勝したこともあります｡
2年からの同級生には, ｢上を向いて歩こう｣で有名な坂本九がいました｡家
も近く,よく一緒に野球などしていました｡彼は9人兄弟の末っ子で,名は
｢九｣と書いて｢ひさし｣と読みますが,みんなから｢きゅう｣と呼ばれると
怒っていました｡彼はチームの打順や守備決めを仕切り,マネージメントの才
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があったようです｡
1年生の時,学校で高熱をだし倒れ,お漏らししたのですが,担任の三浦先
坐(若い女性)は川崎の自宅まで,背負って送り届けてくれたそうです｡ま
た,教室が2階になった4年生の昼前の授業時,トイレに行きたかったのです
が,恥ずかしくて先生(女性)に言えず,我慢しました｡終わりと同時に廊下
から階段を駆け下りる途中で我慢できず漏らしたことがあります｡そのまま帰
宅してズボンを換えて学校に戻りましたら,クラスの女の子に｢ズボンが換っ
たね｣と言われ,何も言えなかったことが思い出されます｡大学での講義時間
中に女子学生が, ｢トイレに行ってきます｣といって出て行くのを見ると複雑
な気持ちになります｡
3　中学･高校そして空白時代
横浜市にある私立の浅野学園に6年間通いました｡この学校はセメント王で
浅野財閥の創設者である浅野稔一郎が作った男子校です｡電車通学でしたが,
かんな
入学間もない朝礼時に当時の神名校長が｢君たちは学割を利用しているのだ
から,電車では座席に座らないように｡｣といわれ,それを守り電車ではいつ
も立っていました｡今でも,シルバーシートに座るのは少し抵抗があります｡
1年の時から習った国語の半田先生という若い男の先生は授業時間によく文学
普(森鴎外,夏目淑石,芥川龍之介,志賀直哉など)を読んでくれ,おかげで我々
仲間は文学少年になりました｡中学生の当時読んだ本で,堀辰雄の『風立ち
ぬ』などに出てくる軽井沢や信濃追分に憧れ,後年,社会人になってから頻繁
に行きました｡また,偶然読んだ『赤毛のアン』によってプリンスエドワード
島に憧れましたが,なかなか行く機会がなく, 3年前にようやく夢をかなえま
した｡落語の本などもよく読み,その影響で｢恋｣の旧漢字｢懲｣を, ｢こい
(怒)という字を分析すれば,いとし(糸),いとし(蘇)と,いう(言)こころ
(心)｣などと覚えていました｡
先生方には面白い縛名がついており,良い思い出になっています｡顔の四角
い中学の担任が｢ゲタ｣,だぼハゼに似た先生が｢ダボ｣,高校の時の担任は
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｢アオ｣,これには｢青二才だから｣という説と｢髭剃り跡が青いから｣の2説
がありました｡ほかにもここでは言えないような面白いものもあります｡知り
たい方には,個人的にお話しします｡
中学･高校時代はまじめに勉強や読書に励んだ6年間でした｡当時の大学受
験では｢四当五落｣といって｢睡眠が4時間以内なら合格, 5時間以上寝てる
ようでは落第する｣と言われた時代でした｡このため高校時代はいつも寝不足
で,世界史の時間に寝ぼけて大あくびをしてしまい,温厚な先生から｢あまり
あからさまにするなよな｣と注意されたこともあります｡今でもその先生には
申し訳なく思っています｡
当時は難関校受験は浪人するのが当たり前でした｡お定まりの浪人時代はお
茶の水にあった数台高等予備校(現,駿台予備校)の午前部文系コースに入りま
した｡ここの入学は難しく,午前部生は550人くらいでしたが, 220人くらい
は東大の文系に合格していました｡当時,予備校やそのそばにあるアテネフラ
ンセ周辺はしっとりとして落ち着いた雰囲気があり,好きな場所でした｡この
ためか,いまでも御茶ノ水駅周辺には愛着があります｡
4　大学時代
大学は,近代経済学を学びたくて,近代経済学のメッカといわれていた一橋
大学の経済学部に入りました｡キャンパスの雰囲気や当時の国立,国分寺あた
りが国木田独歩の『武蔵野』を紡餅とさせたことも理由の一つです｡入試の思
い出ですが,当時,試験は1次と2次に分かれており, 2次の2日冒,午前の
数学で大失敗します｡数学は得意科目でしたから,あきらめてそこで帰ろうと
思ったのですが,母が折角作ってくれた弁当くらい食べて帰ろう,食べたあ
と,ここまで来たら最後まで受けてみよう,となりました｡結果は合格でし
た｡自己評価だけで判断してはいけない,最後までベストを尽すべしという教
訓になりました｡
入学して早速,空手道部に入部しましたが,受験勉強でなまった体には稽古
や合宿はきつかったことを覚えています｡しかし, 2年の秋の合宿後に体調を
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崩し(痔)になってしまい,残念ながら空手はやめました｡
2年から3年-の進級時はキャンパスが変わり,留年制度がありました｡ 2
あんこうさん
年次の高橋安光先生の仏語(必修)では,ジャン･ジャック･ルソーの難解な
まおとこ
小説がテキストです｡これは間男が出てくる変わった小説でしたが,内容は
難しかった｡中間テストではよくできたつもりが成績は意外にも｢良｣でし
た｡ところが期末テストは非常に難しくて,万一,中間が70点だったら,平
均60点に行かないかもしれない,と非常に心配しました｡試験後,仲間と麻
雀をやっているときに少し心配である旨を話すと,その中の1人が高橋ゼミ
で,これから先生のお宅-一緒に行こうといってくれ, 3人で吉祥寺のお宅に
行きました｡そこでうどんをごちそうになり,麻雀に誘われ,終了後,来訪理
由を聞かれたました｡成績が少し気になる旨話すと,試験の解答状況を聞か
れ, ｢大丈夫じゃないの｣と言われ,安心して帰ってきました｡結果は無事合
格でした｡春に国立のキャンパスを歩いていると,はるか向こうから高橋先生
がこちらに来るのが見えました｡私は,なんと,右折してしまったのです｡な
ぜ, ｢ありがとうございました｡ご馳走棟でした｡｣の一言くらい言えなかった
のか,今でも,思い出すたびに申し訳ないやら,情けないやらで自己嫌悪に陥
ります｡
3年からのゼミは,経済理論を学びたくて国民所得論や計画経済で知られ
る,山田雄三先生のゼミ(通称ヤマユー･ゼミ)に参加しました｡我々は先生の
最後のゼミ生でした｡先生はいかにも学者然としておられ,当時,福祉に関心
があったようで私としては想定外でした｡このためかゼミではミュルダールの
『福祉国家を超えて』を原書で読まされました｡サブゼミではドーマーの『経
済成長論』の翻訳を読んで, 4ゼミ討論会(相手は東大,横国大,慶応大)に参
加していました｡卒論は｢ヒックスの需要理論｣というテーマでしたが,難し
くて苦戦しました｡
ゼミの大先輩には経済小説の大家,杉浦栄一氏(城山三郎)がいます｡その
後,山田先生は定年1年前で大学を退官され,新設の虎ノP耶こある社会保障研
究所の初代所長に就任されました｡このため我々の4年次は名目上はお弟子さ
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んの塩野谷裕一先生のゼミ生ということでしたが,実際の指導は虎ノ門の研究
所に通い,山田先生の指導を受けました｡
経済学部でしたが,当時から,会計には興味があり, 2年次のゼミでは飯野
利夫先生のゼミに参加し, SHM会計原則の原文をガリ版刷りで読まされまし
たが,よくわかりませんでした｡そのほかには番場嘉一郎先生の会計学原理,
片野一郎先生の会計学総論などを学びました｡いずれもお亡くなりになってい
ますが,会計学の大家です｡
ところで私は2年間で1度もゼミを休んだことはありません｡友人もほぼ同
様です｡学内で実施する合宿や,通常の練習にはゼミと体育以外は授業を休
め,というサークルもありました｡専修大学に来て,ゼミのありようがずいぶ
ん違うのには驚きました｡
ほかに大学時代の思い出として, 3年次のゼミ同期生との臨海寮(千葉県富
捕)で行った夏季勉強合宿があります｡夕食後仲間数人と海岸を散歩している
と,数人のギャルが音楽をかけて飾っていましたが,我々を見ると｢踊りませ
ん?｣と誘ってきました｡しかし,だれも応じられず,そのまま寮に帰ってき
ました｡合宿後,我々数人のダンス･スクール通いが始まります｡人一倍憤重
な私は徹底的に技術を磨き,自信が持てるようになってから,冬のダンパー
(ダンスパーティ)にデビューしました｡その後も卒業まで何回も参加しました
が,人見知りの激しい私は,見知らぬ女性に声を掛けられるわけもなく,いつ
も壁際で他の人が踊るのを見ていました｡
5　サラリーマン時代
大学卒業後は将来性があり,勤務時間が少なく給料は銀行並み(つまり時間
効率がいい)の保険業,それも一番人気の東京海上ではなく,日本生命保険相
互会社に就職しました｡入社式の前日夕方,大阪は京阪沿線の香里園に新設さ
れたばかりの研修寮に入りました｡同期生76人(北は北大から南は鹿児島大と全
国の大学出身者)と2年先輩の数人の社員との共同生活は楽しかったといえま
す｡入寮した日の夕方,同室の友人(神戸大出身)と駅まで,歩いて買い物に
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行き,駅近くの下駄屋で友人が400円の下駄を購入した時のことです｡彼が,
｢おじさん,これまからへんの?｣と聞いたのには驚きました｡何しろ,その
頃の私は,つり銭が少なくても黙って受け取って帰ってくるくらいでしたから
(今は,そんなことはありません)｡入社後,今までの女性と縁がない人生とお別
れになりました(なぜなら,生命保険会社は女性社員が多い)｡寮生活の間,桃山
学院大出身の友人と会計学の勉強会をやっていました｡
大阪での2か月の研修で保険業務を学んだ後,東京の財務部に配属が決まり
ました｡しかし,東京と大阪の財務部門配属者だけはさらに1か月近く,財務
諸表や経営分析の基礎について大阪の本店で教育を受けました｡この大阪暮ら
しの3か月は楽しく,今でもよい思い出です｡その後仲間うちに病人(おたふ
くかぜ)がでて,結局, 8月に入ってから東京財務部の融資1課に参りまし
た｡職場は日比谷公園と帝国ホテルの向かいにあり,いいロケーションでし
た｡ここでの仕事は銀行の貸付課のような仕事で,融資の申し込みを受けると
簡単な財務調査を行い,審査に入るかどうかを決定するところで,経営分析の
基礎的なことをやっていました｡土曜日は仕事が昼までですので,今もテレビ
でやっていますが,当時始まって間もない｢笑点｣を水道橋の後楽園によく見
に行きました(無料でしたので)｡また,職場の隣には東宝演芸場があったの
で,よく落語研究会を聞きに行ったものです｡今の落語協会会長,柳家小三治
が若手(当時二つ日)で出ていましたが,好きな噺家でした｡ 3年過ぎたころ,
同じ会社の女性と結婚しました｡結局,財務部には4年間いて,その後,転勤
で川崎支社に2年間いました｡この支社は川崎駅前にあり,自宅からは歩いて
7, 8分で夏など暑いときは昼休みに帰宅し,食事してお風呂に入って会社に
戻ったこともあります｡また,就職後3年過ぎたころから体力が落ちてきたよ
うに思えたので,南武線の矢向駅の近くにあった少林寺拳法の道場(道院とい
う)に週2回通いました｡結局,少林寺拳法は最後が3段でした｡
また,川崎支社では同じ係りの商業高校出の後輩と会計学の専門書(山下勝
治F会計学一般理論』)の勉強会をやっていました｡支社に2年間いたのち(そ
の間に主任に昇格),東京に新設されたばかりの外務養成課に主任として転勤と
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なりました｡当時,保険の勧誘はどこも｢保険のおばちゃん｣が主でしたが,
これは当時としては画期的な大卒男子のエリート外務員の養成機関です｡講師
は40歳代くらいの外務員上がりの職員で構成されていました｡彼らは,出世
という点では窓際族でしょうが,私には優雅な生活に見えました｡講義の時以
外は何をしても自由で,昼間からテニスに行ったり,喫茶店に行ったりしてい
ました｡まさに大学教員のようです｡
私は事務方の主任でしたが(専修大学でいえば教務課の主任のような仕事),
時々,会計学の講義なども担当しました｡この時の経験で,自分は教育者に向
いているのではないかと思い,考えた末, 7月に上司に打ち明け9月末で退職
しました｡もともと,性格的にサラリーマンには向かないだろうから,早晩や
めるつもりでもありました｡
9月中旬から,会計の専門家を目指して,仕事の合間を縫ってお茶の水の明
治大学前にあった計理教育研究所に入会し,簿記･会計や原価計算などを学び
ました｡ここは明治大学の先生方がやっている学校でしたが,そこで出会った
のが原価計算担当で当時専修大学の専任講師だった棟井通晴先生です｡私は原
価計算に興味を持ち,また,先生からはなぜか目をかけていただきました｡先
盤とは,その後,専修大学に来て,同僚となり,今日に至るまでご厚誼をいた
だいています｡しかし,その後,単に資格を取得するだけでは物足りなくな
り,また,もう少し会計学を深く学んでみたいと考え,大学院受験を決意しま
す｡しかし,一橋大は推薦書が必要であり,指導教授は退官されていること,
試験には英語だけでなく第2語学もあり,しかも9月末の試験には間に合いそ
うもないこと,また,当時は川崎から,千葉県の我孫子市に引っ越しが決まっ
ており,そこから国立まで通うのは大変であることなどから,一橋大の受験を
あきらめます｡さらに,それなら,会計では次は早稲田大学だと考え,受けて
みることにしました｡ここは英語だけでしたし,推薦書も必要なく,試験の時
期は2月であり,軽い気拝でした｡
ほとんど受験勉強はしませんでしたが,運よく商学研究科の修士課程に合格
し,考えた末,結局,入学することにしました｡ゼミはたまたまですが,原価
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きよし
計算ということで,若手の小川列先生にしました｡受験勉強としては, 11月
から週1時間(1日おきに20分ずつ3日)だけサムセルソンのEconomicsを読
んだだけです｡ ｢時々一遍にやる(週に1日だけ1時間)よりは,少しずつでも
コツコツとやる(1日おきに20分ずつ3回)｣方が効果的だと考えたからです｡
6　大学院時代
小川先生は人望があり,かつ,大酒のみで知られていました｡ご専門は原価
計算と経営分析でした｡結局,私も小川先生と同じ原価計算と経営分析をやる
ことになります｡土曜日の夕方(多分,卒業生などが飲みに来やすいから?)のゼ
ミの後は必ず大学近くのしのぶで飲んだ後,高田馬場駅近くの八重(いずれも
飲み屋)で梯子です｡私はそれまで1滴も酒は飲みませんでしたが,よくお供
し,おかげで少しは飲むようになりました｡また,小川先生は私に気を使って
くれ,最初の頃,飲んで帰りが遅くなった時,ご自分の名刺の裏に私の妻あて
に帰宅が遅くなった理由を書いて持たせてくれました(私はお断りしたのです
が)｡入学後間もなく,やっと南町(川崎)から千葉県の我孫子(手賀沼のほと
り)に引っ越せました｡
修士論文は先生とも相談のうえ, ｢事業部業績評価に関する一考察｣としま
した｡管理会計としてはオーソドックスなテーマだったと思います｡以来,管
理会計研究に集中することになります｡
大学院に入って間もなく,先生から言われ,新宿駅そばの東京法科大学校で
2級工業簿記講座を担当しましたが,大変勉強になりました｡人に説明するた
めには90%の解答能力では十分ではなく, 100%以上の解答能力(理解)が必
要とされるからで,まさに｢教えることは学ぶこと｣だと実感しました｡ま
た,先生が依頼を受けた公認会計士原価計算講座の連載を代筆したり, 1年目
の冬には府中にあった中小企業大学校に行き,経営分析の個人指導なども行い
ました｡当時,武蔵野線が開通したばかりで本数も少なく,我孫子から通うの
は大変でしたが,いい経験になりました｡日生時代の経験が生きたといえま
す｡また,そこで専修大学経営学部の井下武厚先生や中山雅博先生(いずれも
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大分前に退職)とも面識を得ました｡
修士課程では本学商学部の黒川保美先生や竹本達広先生とも一緒で,お二人
とはそれ以来のお付き合いです｡修士課程時代には,腕試しで受けた日商1
級,税理士簿記論,財務諸表論にも合格しました｡
修士課程の2年に進んで間もない頃,小川先生から｢修士課程が終わった
ら,どうするんですか?｣と聞かれ,私は｢会計士か税理士になります｡本当
は教員になりたいのですが年令的に無理だと思いますので｡｣と答えますと,
先生から｢そんなことはないですよ｣と言われ,博士課程-の進学を決意しま
した｡当時,妻子をかかえアルバイトも結構やっていましたので,受験勉強
は,例によって,昔読んだ仏語の参考書と,英語はEconomicsを修士受験時
と同じやり方で復習し,受験しました｡
博士課程の入学試験は競争率が4倍で難しかったのですが,運よく博士課程
に合格し,入学できました｡その後,就職に際しては年齢的なハンデもあり就
職先がなく,いくつもの大学を受けては振られ,苦労しました｡また, 3年目
に我孫子から世田谷に転居しました｡結局,博士課程に5年間おりまして,早
っとのことで高田馬場駅近くにある富士短期大学(現在は東京富士大学)に就職
できました｡
7　富士短期大学時代
ここでは主に原価計算担当ですが,簿記,会計学なども担当しました｡ま
た,私と入れ違いにそこから専修大学に移られたのが商学部の奥村輝夫先生で
す｡この時代に,小川先生がらみで専修大学商学部の小沢廉人先生(数年前に
ご逝去)とも面識を得,お世話になりました｡そのほか,商学部の柳裕治先生
や佐々木重人先生と知り合ったのもその頃です｡
結局,富士短期大学には5年間お世話になり,その後,緑あって専修大学商
学部に移ることになりましたが,上述のようにすでに何人かの専修大学の先生
方とは面識がありました｡これも,緑ですね｡この時代の思い出としては,過
信教育の出張講義で仙台に行った時,午前が原価計算,午後が会計学(私が代
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請)各3時間を一人で担当したのですが,受講者は午前･午後同じ受講生一人
だけ｡午後の講義をしている最中に居眠りをされてしまい,そのまま講義を続
けたことがあります｡彼は当日朝早く三陸にある自宅から車で駆けつけ,疲れ
がでたためです｡
また,このころ体力の衰えを感じ,合気道を始めまして,今日に至っており
ます｡私
が,習い事を始めるときは,武道である(興味がある)ことのほかに,通いや
すい(持続しやすい)ことなどを十分吟味してから始めます｡
8　専修大学時代
さて,やっと,専修大学に来れました｡専修大学では経営分析担当ですが,
原価計算,工業簿記,簿記,外国書講読,ゼミナールなどを担当してきまし
た｡大学院では修士課程と博士課程の経営分析です｡また,商学部主催の簿記
講座,計修会主催の原価計算,学生部主催の税理士講座や上級簿記講座など,
多くの課外科目を担当してきました｡ 10年ほど前からは体育会合気道部の部
長も務め,稽古や合宿にも参加してきました｡
この間,平成6年～7年の1年間,長期在外研究員としてオーストラリアの
シドニー工科大学に参りました｡研究は勿論ですが,日本に屠る時はできない
ことをしようと,旅行と合気道の稽古に励みました｡
会計学科創設40周年の記念行事を会計学科の仲間の先生方と共に実施でき
たことも良い思い出です｡行事の一環として附属北上高校(岩手),勝田高校
(茨城),延岡商業高校(宮崎)に出向き,高校生に会計学についての講演をし
たことも忘れられません｡
学会活動では,日本会計研究学会評議員,日本簿記学会理事,日本セキュリ
ティマネジメント学会常任理事など,いくつかの学会で役員を務めさせていた
だきました｡また,全国経理教育協会主催の簿記能力検定上級試験委員や公認
会計士試験委員も務めました｡そして今日の日を迎えました｡
この間,ゼミの学生や合気道部の学生たちとの交流,親しい仲間の先生方と
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のお付き合い,いずれも楽しい教員生活を送れたと思います｡
9　わが人生の経営分析
わが人生を大まかに分析してみると,次のようになります｡
①　収益性分析:生涯賃金ということで考えれば,日生に定年までいたほう
が多かったかもしれません｡給与や,退職金,年金などで
考えると,多分そうでしょう｡大学教員はサラリーマンよ
りも高年齢まで,働けますが,教員になるのは大体30歳
近くと遅いですから,実働期間は大して変わらない(私の
場合は, 30代後半からでした)0
②　安全性分析:昔は,両業界ともに,絶対つぶれないと思われていたが,
近年ではどちらも絶好安全とは言えなくなってきました｡
安全性はまずまず｡
③　活動性分析:自分の能力を有効活用する点では,教員でよかったと思い
ます｡
④　総合評価:大学教員には時間の束縛が少なく,若い学生たちといつま
でも付き合えること,教えたり,書物を読むことは自分の
性に合っていることなどを考えると,自分にはよかったの
ではないかと思います｡
エピローグ
早いもので,専修大学に参りまして27年,本当にあっという間でした｡こ
の間,私を迎えてくれた専修大学に少しでも報いることができればと,微力を
尽くしてまいりました｡いわば,縁の下の力持ちの役は果たせたかなと思って
います｡
最後に,若い皆さん(特に学生諸君)へのアドバイスとして,以下のことを
強調したいと思います｡
①　健康管理
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(多　趣味･得意技
(丑と(彰に関して私の場合は落語と合気道です｡
③　友　　　　　　一人っ子のため,友を大切にします｡学内外に何人かの
親しき友が持てました｡
④　継続は力なり:あのイチローがメジャー最多安打記録を打ち立てたと
き, ｢つまらないことでも続けていると,いつかとんでも
ないところに来ている｣と言っています｡私,昨日合気
道5段の免状をもらいました｡少林寺拳法は3段です｡
これが,自分に自信を持たせてくれました｡
⑤ (基本)授業を大切に:授業時間中にほかの勉強をしている学生がいま
す｡ ｢知っているから聞く必要はない?｣しかし,
何べん聞いてもよいのです｡武道も同じです｡基本
は繰り返し,反復することが大事です｡知っている
ことであっても,別の考え方が得られるかもしれな
いし,仮に同じであっても復習になるのです｡これ
により理解の深みが増し,また理解が確実になりま
す｡私のいくつかの試験委員としての印象は,受験
生の多くが基本の理解不足である,ということで
す｡
私のこれからは,三屋清左衛門(藤沢周平『三屋清左衛門残日録』の主人公)の
ようにありたいと思っています｡彼は殿様の側用人を務めた後,隠居して家督
を息子に譲り,隠居の身の上ですが,それを憂えるのではなく,人生を楽しん
で行きます｡
あと2か月半ほどで専修大学を去ることになりますが,これからは大学の外
から専修大学を応援していきたいと思います｡まだしばらくは専修大学におり
ますので,よろしくお願いします｡
ご静聴,ありがとうございました｡
